
《国語科》

低学年における「書くこと」の指導の工夫

～ワークシートを活用した作文指導を通して～

那覇市立古蔵小学校教諭 伊波 育美

テーマ設定理由Ⅰ

大きく変化する現代社会において，情報に関する分野の発達は著しく，情報伝達方法の多様

化とともに，パソコンやメール等による伝達が簡単に行え，便利になってきた。そのことによ

って，文や文章が記号化され，実際に書いて伝えることが減少してきている。

小学校学習指導要領解説国語編 第１節 第１学年及び第２学年 書くこと の目標では 経「 」 「

験した事や想像した事などについて，順序が分かるように，語や文の続き方に注意して文や文

章を書くことができるようにするとともに，楽しんで表現しようとする態度を育てる 」とあ。

る。小学校１・２年生の「書くこと」の基礎・基本として順序が分かるように書いて楽しむこ

とができることをめざしている。

書くことは，大越によれば「思考したこと，想像したことを文字によって伝達するのが書く

ことである。換言するならば，自己の内面にあるものを，自分なりにまとめ，相手に伝えるた

めに外に出すことになる 」と述べている。。

私の実際の作文指導を振り返ってみると 「書くこと」の基礎的・基本的な指導の不足と同，

。 ， ，時に豊かに表現するための指導も十分とはいえなかったことがあげられる そのため 児童は

書く場面では 「何を，どう書けばいいのか分からない」等，原稿用紙を前に頭を抱える場面，

が見られた。

本学級児童の国語科意識調査（平成 年５月）によると 「こくごのべんきょうで，にが手17 ，

34%なものがありますか の問いに じぶんの考えやおもっていることを作文に書くこと が」 「 」

28% 21%と多く さらに 文を書くことはたのしいですか の問いに やや苦手 苦手， ，「 」 ，「 」 ，「 」

と約半数の子が苦手意識を持っていることが伺える。

このことから「書くこと」や，書くことが楽しいと感じさせるための適切な表現方法や取材・

構成についての指導の工夫が必要だと考えた。

そこで 「書くことに慣れさせる 「取材 「構成」等のワークシートを作成し，それらを活， 」 」

用することにより「書くこと」への苦手意識を和らげ，楽しんで書こうとする態度が育まれる

のではないかと考え，本研究テーマを設定した。

研究目標Ⅱ

書くことの基礎・基本を踏まえ，ワークシートの活用を通して，楽しんで書こうとする態度

を育てるための指導の工夫について研究する。

研究方針Ⅲ

１ 第２学年「書くこと」の目標を踏まえ，基礎・基本を明らかにする。

２ 楽しんで書く態度を育てるためのワークシートや手立てを工夫する。



研究構想図Ⅳ
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研究テーマ

低学年における「書くこと」の指導の工夫

～ワークシートを活用した作文指導を通して～

研究内容

作文を書くための手立て

書くことに慣れさせるための手立ての工夫

取材のための「はっけんカード」作成・活用と工夫

構成のための「組み立て表」作成・活用と工夫

第２学年「書くこと」の基礎・基本

児童の実態 教師の願い 授業の反省

研究内容と方法Ⅴ

１ 第２学年「書くこと」の目標と基礎・基本

小学校学習指導要領解説国語編の第１・２学年の指導事項「Ｂ書くこと」の①目標に「経

験した事や想像した事などについて，順序が分かるように，語や文の続き方に注意して文や

文章を書くことができるようにするとともに，楽しんで表現しようとする態度を育てる」こ

とが述べられている。さらに 「Ｂ書くこと」②内容は，下表の通りである。，

表１

( ) 書くことの能力を育てるため，次の事項について指導する。1

ア 相手や目的を考えながら，書くこと。

イ 書こうとする題材に必要な事柄を集めること。

ウ 自分の考えが明確になるように，簡単な組み立てを考えること。

エ 事柄の順序を考えながら，語と語や文と文との続き方に注意して書くこと。

オ 文章を読み返す習慣を付けるとともに，間違いなどに注意すること。

２年生の作文指導を行う際には，自分の考えと，事柄の順序が分かる文章を書くために

取材する力を身につけることが重要である。そのためには，情報を収集，整理し簡単な組み

立てを考えることが書く力につながるものと考える。



そこで，取材メモを通して自分の考えが分かり，順序立てて作文を書く力を低学年に育む

ために「簡単な組み立てを考えて文章を書く」ことに指導の重点がおかれた教科書教材「た

んけんしたことを」での授業の工夫を試みることにする。

２ 楽しんで書く態度を育てるための手立て

低学年の児童が楽しんで書く態度を育てるためには，書くことに慣れさせるための指導

の工夫（原稿用紙の使い方，表現力や想像力）や，取材，構成の手立てを図る工夫が必要

と考える。以下，それぞれのワークシートを作成し，授業展開において活用する。

( ) 書くことに慣れさせるための指導の工夫1

① 作文の基礎・基本を定着させるための指導の工夫

低学年の児童が作文を書くためには，原稿用紙の正しい使い方が必要だと考える。

さらに，詳しく豊かな表現をするためには表現力や想像力等を身につけることも大切で

はないかと考えた。そこで，基本的なことについて定着を図るために３種類の「ワーク

シ ート」を作成し活用した。

表２ 作成したワークシートの種類

ワークシートの種類 育てたい力 ワークシートの効果

①原稿用紙の使い方練 ・正しく表記する力 題名・氏名をすぐに記入し本文に移

習用 ( る準備ができる。・題名・氏名・書き出し

）・かぎの使い方・句読点

②短文作り（比喩） ・表現力 「はっけんカード」に調べたことを

③連想ゲーム練習用 ・想像力 詳しく表現できる。

② 助詞を正しく使わせるための指導の工夫

低学年児童の文章には，主語と述語のねじれた関係が存在している場合がある。

文を書くためには 「主語と述語との関係」が基礎になるが，主述がねじれていると読み，

手に伝えることが困難になる。主述のねじれを起こさせないためには，正しい助詞の使

い方の定着を図ることが必要である。

そこで，助詞の使い方に興味・関心を持たせ定着させるために「て・に・を・は そ

いや！そいや！ゲーム 『ワークショップ型授業で国語が変わる 小学校 （上条晴夫編」 』

著)を実施する。

表３「てにをはそいや！ そいや！ゲーム 」

■ 「てにをはそいや！そいや！ゲーム」で，助詞の使い方に慣れる。ねらい

■ まちがいを楽しみ，まちがえることからさまざまな発見を促す。授業のコツ

活動●

①５人で１列に並ぶ。 ⑥次の子から②～⑤を繰り返していく。

②先頭の子が，お題（ 犬」などの言葉の末 ⑦もし言えなかったり，意味がおかしな「

尾に「てにをは」がつく言葉を言う（ 犬は ） 文になったり，リズムがあわない場合「 」

③全員で「そいや！そいや！」と合いの手を は，ストップする。

見取りのポイントリズムよく入れる。 ●

④２番目の子が ［犬は」に正しく続く言葉 ・間違いを間違いとして切り捨てず

（ 走る」などを考えて言う ） 大切に取り上げる。「 。

⑤全員で「そいや！ そいや！」 ●出典・参考・テレビ東京「おはスタ」



このゲームは，２年生の発達段階を考慮し，前もって「お題」を予告するとよい。

( ) 取材・構成の手立てを図る工夫2

① 取材用ワークシート「はっけんカード」の作成及び活用

作文学習の「取材」とは，主題に沿って材料を集めたり選んだりする活動と捉える。

児童には書こうとする題材に必要な事柄について集めることを分かりやすく指導する。

「はっけんカード」作成の留意点として，児童が五感をふんだんに使えるよう，鼻・口

・耳・目・手のマークと，それを通して思ったことを書けるようにハートマークを使う

こと，さらに，①から④の番号を付けることで取材の順序が分かるようにする。

取材前に使い方の練習をする。

② 構成用ワークシート「くみたてひょう」の作成及び，活用

「構成」は作文を書く過程において，取材メモを活用し文章全体の組み立て方につい

て思考する段階であると考える。低学年においては１年生で 「主語と述語を使っての，

短文作りの学習 ，２年生で出来事の順序や場面の移り変わりを考えながら読む学習を」

行っているが，必ずしも十分とは言い難い。児童に構成について理解させ基本的な流れ

である，はじめ・中・おわりを取り入れた「くみたてひょう」を作成し活用する。

実際の指導過程としては，まず題名及び，一番知らせたいことを書く。次に具体的な

内容について「はじめ」の欄には伝えたいこと 「中」の欄には，一番知らせたいこと，

を詳しく「おわり」は自分の感想を書くこととする。

Ⅵ 授業実践

１ 単元名 「見つけた ことを 書こう」

２ 教材名 「たんけんした ことを」

３ 単元目標

◎探検して調べたこと，発見したことについて，必要な事柄を集め，簡単な組み立てを考え

て文章を書く。

【国語への関心・意欲・態度 】

・ 探検で発見したことをメモし，作文に書く材料を集めようとしている。

【書く能力】

・ 書こうとする題材に必要な事柄を集めること。 〈取材〉

， 。 〈 〉・ 自分の考えが明確になるように 簡単な組み立てを考えること 構成

， 。 〈 〉・ 事柄の順序を考えながら 語と語や文と文との続き方に注意して書くこと 記述

， 。 〈 〉・ 文章を読み返す習慣を付けるとともに 間違いなどに注意すること 推敲・評価

４ 単元について

( ) 教材観1

本教材は，情報を収集し 「しらべたこと」や「発見したこと」を書くという，作文，

教材である。

， 「 」 ，本学級では ５月に わたしの日記帳 で作文を書くときに書きためた教材の中から

題材を見つけられることを学習した。



そのことを受け，本単元では 「必要な事柄を集め，簡単な組み立てを考えて文章を書，

く」ために「整理して」書くことを目標として「はっけんカード」を活用し，自分の考え

が明確になるように，簡単な組み立てを考えること」を身につけさせるための教材となっ

ている。

( ) 児童観2

５月に実施した作文に関する実態調査から以下のことが分かった。

文を書くことに対して「とても楽しい・楽しい」と「ややにが手・にが手」が半々にな

った。さらに 「ややにが手・にがて」の児童において「どんなことを書いていいのか，

分からない」が 「どう書いていいのか分からない」が となっており 「取材の79% 38%， ，

方法」と「記述」に関することが課題であることが分かった。

( ) 指導観3

はじめに，教科書教材で取材の大切さを捉え，簡単な組み立てを考えて書くことを指

導する。 次に 「どんなことを書けばいいのか分からない」という取材の方法と「どう，

いう事を書けばいいのか分からない」という構成から記述にかけての段階の課題を解決

「 」 「 」 ，「 」 ，できるように はっけんカード を活用した 取材 の方法や 組み立て表 を活用し

構成を意識させるために「はじめ・中・おわり」の簡単な組み立てを指導していく。,

５ 指導計画

次 時 ◎指導目標 主な活動内容 ☆教師の支援○評価

一 ◎取材・構成を意識 教科書教材から単元 ☆取材することで，伝え6/13 1

（ 校時) して作文を書こうと 目標を設定し，作文を やすい作文が書けること2

次 する。 書く意欲を持つ。 を理解させ，学習に興味

( ) ◎作文を書く目的を 目的を意識する。 ・関心を持たせる。1/12 2

意識することができ ○書く目的を意識してい

る。 る。

( 校時) ◎調べる場所を決め 調べる場所を決め， ○調べる場所を決めてい6/15 5 1，

( ) 知らせたい相手を決 知らせたい相手を決め る。2/12

める。 る。 ○相手を決めている。

◎ はっけんカード 「 はっけんカード』 ☆工夫して作られた「は6/16 1「 」 『

二 ( 校時) の書き方をわかり， に書く」に示されたカ っけんカード」を取り上2

次 メモの仕方を知る。 ードの見本を見て，メ げ，自分のカード作りの本時

( ) モの仕方について話し 参考にさせる。3/12

合う

◎探検場所で見つけ 探検場所へ行き，自 ☆探検しているところを6/17 1

( 校 時 ) たことをカードにメ 分の調べたいことを中 巡回し，カードを書くの2

三 ( ) モして作文に書く材 心に探検する。 が難しい児童には，どん4/12

次 料を集める。 探検で見つけたこと な項目を考えていたか想2

を「はっけんカード」 起させる。

( 校時) にメモし，作文に書く ○書きたいことに即して3

( ) 材料を集める。 材料を集めている。5/12

◎探検してわかった 教材文を読み，図鑑 ☆調べる方法や資料につ6/20 1



( 校時) ことや，もっと調べ などを活用して調べる いては，教師側で個に応2

四 てみたいことについ 方法を考えてい じた適切な助言，補助を

次 て話し合い，図鑑な る。 する。

どで調べてカードに 調べて分かったこ ○わからなかったことや2

( ) 書き加える。 とをカードに書き加 興味をもったことについ6/12

える。 て調べカードに書き加え

ている。

◎作文例「みなみ公 「はっけんカード」 ☆事柄の起こった順を想6/21 1

（２校時 ) 園で見つけた花」を の中から作文のどの 起させて，組み立てれば

( ) 読み，カードをもと 部分と対応して書き よいことを助言する。7/12

五 ( 校時) に作文を書く時に大 表されているかを捉 ○作文を書くときに大切3

次 切なことをつかむ。 える。 なことをつかみ，簡単な

自分の「はっけん 文の組み立てを考えてい2

( ) カード」を見直して る。8/12

書く順に番号をつけ

る。

( 校時) ◎自分のカードをも 番号を付けた「は ☆カードをもとにそのと6/24 2 1

( ) とに組み立てを考え っけんカード」をも きのことを思い出すよう9/12

六 て調べたことや見つ とに作文の「初め・ に促す。

次 ( 校時) けたことを伝える作 中・終わり」のおお ○カードをもとに組み立3

( ) 文を書く。 よその組み立てや書 てを考えて書いている。10/12

く順序を考える。

◎自分が書いた作文 読み返しをすると ☆書き終わったら，三回6/27 1

( 校時) を読み返し，修正や きに気をつけること 程度微音読させ，自分で2

下記くわえをする。 を話し合う。 誤りに気付かせる。

七 書いた作文を自分 ○作文を読み返し紹介し2

次 で見直したり友だち ていることがわかりやす

や先生に見てもらっ くなるように推敲してい

( ) たりして必要に応じ る。11/12

て部分修正を書き加

えをする。

( 校時) ◎友だちと作文を読 友だちの作文のよ ☆あらかじめ感想カード6/27 3 1

み会いよいところ見 く書けているところ を用意しておき，自由に

八 つけをする。 を見つけ，感想交流 使えるようにしておく。

次 する。 ○友だちのよいところを

友だちの作文を直 見つけ，感想を交流した2

( ) したり友だちからほ り，自分の表現を振り返12/12

めてもらったりして ったりしようとしてい

感想を渡す。 る。



６ 本時の学習

( ) 目標1

○ 「はっけんカード」の書き方についてわかり，メモの仕方を知る。

( ) 本時における具体的な手立て2

○ 目的や書く内容に応じて工夫して作られた「はっけんカード」を取り上げ自分のカ

ード作りの参考にさせる。

( )○ 本時の展開（３／１２）3

学習活動と主な発問 ★教師の支援 評価

１これまでの学習を振り返る。 ★これまで学習したことを書

導 いておく。

入 ２本時のめあてを把握する。 ★分かりやすく説明する。 ・しっかり聞くことが

５ ○「はっけんカード」の書き できる （態度）。

分 方をしろう。

展 ３見本の「はっけんカード」を ★しっかり聞かせるために， ・話し合いに積極的に

開 参照してメモの書き方について 教科書を閉じさせ黒板の資料 参加し，書かれている

話し合う。 に集中させる。 ことに関心をもって学35

分 ・調べること・名前・日付 習に取り込もうとして

・色や様子 ・短い言葉 いる。

・あとで図鑑を使って調べて （態度・発表・話し合

いる。 い）

４「はっけんカード」の書き方 ・ はっけんカード」「

の説明を聞く。 の構成が分かる。

①花を見て分かったことを発 （ワークシート）

表する。

・花の色・形・～ににている

○マークを決める。 ★目・鼻・口・耳・手・ハー

・思ったことマーク・においマ トのパーツを提示して心で思

ーク・話したことマーク・聞い ったことも書いていいことを ・ はっけんカード」「

たことマーク・したことマーク 知らせる。 を書くことができる。

・見たことマーク （ はっけんカード ）「 」

５「はっけんカード」を書く練

習する。

，・調べること・月日・曜日・ ★書くことが困難な児童には

初めて見て感じたことを書くこ 個別に支援する。

と。言葉で書き表せないことを

絵で描く。

終 ６本時のまとめをする。

末 ・メモの書き方。

５ ７次時の学習を確認する。

分 ・いよいよ探検に行きます。



( ) 評価 「はっけんカード」の書き方についてわかり，メモの仕方が分かったか。4

Ⅶ 結果と考察

検証

ワークシートを工夫し活用することで，作文に対して苦手意識が和らぎ，楽しんで書

こうとする態度が育まれるであろう。

たん文づくり（比喩表現）ワークシートを練習することにより自分の作文に取り【手立て１】

入れることができるようにした。

たん文づくりワークシートと児童の比喩表現の様子から検証する。【結果】

児童が，たん文作り（比喩表現）で練習したことにより，児童作文の中に児童なりの言葉で

表されるような比喩表現ができた （図２）。

図１比喩表現練習ワークシート 児童の様子
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図２指導後の児童の作文の表記

低学年の児童は日常会話の中で，よく「～みたい 「～のような」といった比喩表現【考察１】 」

をするが，書き言葉になると，なかなか意識されなくなる。そこで （図１）のたん文作りを，

繰り返し経験させることにより （図２）のように文中において比喩を使った表現ができるよ，

うになった。短文作りをすることで，作文の中で豊かに表現する力を付けたと思われる。

原稿用紙の使い方や取材のための「はっけんカード ，構成のための「くみたてひ【手立て２】 」

ょう」等ワークシートを作成し，活用することによって書くことの苦手意識を和らげる指導を

行った。アンケート，児童の感想及び，抽出児童２名の変容から検証する。

「書くこと」についてのアンケート（図３）から 「文を書くことは楽しいですか」の【結果】 ，



質問に対し「たのしい」が学習前 から学習後は に増加した。五感をふんだんに使っ51% 76%

て取材したワークシートを活用したことで作文を書くときの参考にしたり，楽しんで書こうと

する態度が見られた （表４）。

「苦手」から「たのしい」に変容したＡ児の学習前（図４）と学習後（図５）の作文に大きな

変化が見られた。また，作文を書くことに比較的苦手としないＢ児についてはワークシートを

活用することにより楽しんで書こうとする態度がみられた。

表 ４ ワークシートを活用した児童の感想

児 童 の 感 想ワークシート

原稿用紙の ・作文でかぎをつかいました。うれしかったで

使い方 す。

「はっけんカ ・目・はな・口・手・思ったことをつかってか

ード」の使い くとわかりやすかったです。図かんでもしらべ

方 てみました。作文とおともだちになったみたい

でうれしかったです。つぎからも，つかってみ

ようとおもいました。

・ はっけんカード」をつかうとメモがくわし「

くかけることがわかりました 。。

・目・はな・口・手・をつかって作文をかいた

らいっぱいかけたのでうれしかったです。

「くみたてひ ・ はじめ 「中 「おわり」がしっかり作文「 」 」」

ょう」 にかけたのでうれしかったです。 図３ 児童意識アンケート

日記や書くことに苦手意識を持っているＡ児の学習前の作文（図４）と学習後の作文【考察２】

（図５）を比較すると大きな変容が見られた。

図４ Ａ児の学習前作文 図５ Ａ児の学習後の作文

題名についてみると 「ぼくの家」という漠然とした題名から「花をかいてすっきりしたよ」，

という児童の気持ちが表れ，書きたいことが焦点化された。

「はっけんカード」を活用することにより，書こうとする題材に必要な事柄を集め，構成する

ことが容易になったことから記述量が多くなり，表現も豊かになったと思われる。

また，原稿用紙の使い方の練習を繰り返すことによって「書き出しは一字あける」という使い

方が理解できたようである。



学習後のＡ児の感想によると「はっけんカードの目，はな，口，手，をつかったのでわかりや

すかったです。はじめてかいたときもわかりやすかったです。とってもすっきりしました 」。

と満足した様子がうかがえる。

このように，ワークシートを活用することにより，書くことを苦手としている児童が，学習後

に楽しいと感じられることが（表４）からみとることができる。

次に，Ｂ児は「書くこと」に対して比較的抵

抗の少ない児童であるが 図６ のように は，（ ） 「

っけんカード」の 「目・はな・口・耳・思っ，

たこと」のマークを使って取材したことで，多

くの材料を集めることができた。五感をふんだ

んに使ったことで 「うさぎは毛が白くて，ふ，

わふわしていました 」や「うさぎは，耳の中。

が赤くて，目も赤かったです 」と豊かに表現。

することができた。また，うさぎが，にんじん

をもらった後の様子を「うさぎは，はしりまわ

っていたのでよろこんでいたのかなと思いまし

た 」と想像を膨らませて表現している。。

このように，書こうとする題材に必要な事柄を

集める手段として，五感を意識した「はっけん

カード」の活用は，有効であると考える。Ｂ児

の会話文の様子から楽しそうに調べることがで

きたと予想される。

図６ Ｂ児のはっけんカード

「 」 「 」「 」図７の くみたてひょう は はじめ 中

「おわり」を簡単に組み立てるための手立てで

ある。自分の考えを明確にし 「中」の部分で，

は，言いたいことをしっかり書くことにつなが

った。

これらのことから、ワークシートの活用によ

って，取材や文の構成が容易になり，楽しんで

書こうとする態度が育まれたのではないかと考

える。

本単元終了後の，保護者の書いた作文に対す

るコメントは児童の書くことへの意欲の喚起に

つながる。これらのことから，児童が書くこと

に対し持っていた苦手意識が和らぎ，楽しんで 図７ Ｂ児のくみたてひょう

表現する態度が育ちつつあると考える。

本学級児童が，Ａ児，Ｂ児に限らず，書くことに対して持っていた苦手意識が和らぎ，楽し

んで表現する態度が育ちつつあると考える。



図８ Ｂ児の作文



成果と課題Ⅷ

成果１

( ) 低学年の児童が楽しんで作文を書くこ1

とができるための「はっけんカード」

や「くみたてひょう」等のワークシー

トを作成し，活用することができた。

( ) さまざまなワークシートを活用するこ2

とで，児童の作文学習に対する苦手意

識が和らぎ，表現も豊かになった。

写真 楽しんで書いている児童の様子

課題２

( ) ワークシートの使い方が十分に身に付いていない児童や，文字を書くこと自体に抵抗1

を示す児童への個別的な支援の工夫。

( ) 楽しい作文学習を継続させるための指導の工夫。2
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